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７
月
１
日
に
勝
山
市
で
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
と
最
大
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
周
辺
な
ど
で
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
住
民
や
消
防
団
、

消
防
署
、
市
職
員
お
よ
び
関
係
機

関
な
ど
合
わ
せ
て
約
1
0
0
0
人

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
防
災
行
政

無
線
を
合
図
に
地
震
の
揺
れ
に
備

え
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
写

真
④
）
や
起
震
車
に
よ
る
震
度
６

強
の
地
震
体
験
（
写
真
⑤
）
な
ど

を
新
た
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

倒
壊
家
屋
対
応
訓
練
で
は
、
昭

和
町
２
丁
目
住
民
が
地
震
で
倒
壊

し
た
家
屋
の
対
応
訓
練（
写
真
②
）

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
倒

壊
し
た
家
屋
か
ら
慎
重
に
が
れ
き

を
撤
去
し
負
傷
者
を
助
け
出
す

と
、
発
生
し
た
火
災
に
対
し
水
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
（
写
真
①
）
で
初
期

消
火
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

消
防
団
が
到
着
す
る
と
放
水
（
写

真
③
）
に
よ
る
消
火
に
切
り
替
え

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
を
一
連
の
流

れ
で
行
い
、
消
防
署
員
か
ら
刻
々

と
変
わ
る
状
況
を
伝
え
ら
れ
る
中

で
、
参
加
者
は
必
死
に
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
は
災
害
発
生
時

の
防
災
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
支
援
物
資
の
集
積
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
物
資
供
給
訓
練

（
写
真
⑥
）
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ば
れ
た
支
援
物
資
を
各
避
難
所

へ
配
布
す
る
た
め
の
仕
分
け
・
運

搬
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
水
防
訓
練
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
訓
練
、
猪
野
瀬
地
区
・

遅
羽
地
区
で
住
民
避
難
訓
練
な

ど
、
全
25
種
の
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

①①

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

地
域
住
民
も
参
加

訓
練
で
災
害
に
備
え
る
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地
震
そ
な
え
て
い
ま
す
か
？

問
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
６

　

６
月
18
日
午
前
に
大
阪
府
北
部

で
発
生
し
た
地
震
の
被
害
は
大
き

く
、
７
月
１
日
現
在
で
ま
だ
避
難

所
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
は
福
井
地
震
か
ら

70
周
年
と
節
目
の
年
を
迎
え
、
当

時
の
被
害
な
ど
が
新
聞
な
ど
で
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
地
震
に
対
し
て
の
心

構
え
や
備
え
が
万
全
で
あ
る
か
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
勝

山
市
が
行
っ
て
い
る
総
合
防
災
訓

練
の
様
子
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
備

え
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害

を
最
小
限
に
お
さ
え
る
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
慌
て
ず
に
適
切
な
行

動
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
地
震
の
際
の
正
し
い

心
構
え
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

第
１
条　

逃
げ
時

　

最
新
の
情
報
と
周
囲
の
状
況
か

ら
、
今
し
か
な
い
と
判
断
し
た
と

き
が
逃
げ
時
で
す
。

第
２
条　

逃
げ
道

　

あ
ら
か
じ
め
、
危
険
を
考
慮
し

て
決
め
た
道
が
逃
げ
道
で
す
。

第
３
条　

逃
げ
所

　

助
か
る
と
思
う
場
所
は
、
ど
こ

で
も
、
逃
げ
所
で
す
。

第
４
条　

逃
げ
方

　

最
悪
の
状
況
の
中
、
最
善
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
逃
げ
方
で
す
。

第
５
条　

助
け
方

　

あ
な
た
自
身
が
助
か
る
こ
と
が

最
善
の
助
け
方
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
建
築
基
準
法

な
ど
の
安
全
基
準
に
従
っ
て
施
工

す
れ
ば
強
固
な
構
造
物
で
す
が
、

大
き
な
地
震
の
際
に
倒
壊
被
害
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
施
工
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
劣
化
が
進
ん
で
気
づ
か
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
構
築
後
の
年
数
、

塀
の
高
さ
・
厚
さ
、
傾
き
・
ひ
び

割
れ
の
有
無
な
ど
、
問
題
が
な
い

か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
一
社
）全
国
建
築
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
安
心
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」

の
中
に
チ
ェ
ッ
ク
表
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
所
有
者

が
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
を
策
定

し
た
り
、耐
震
改
修
す
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
に
制
限
は
あ

り
ま
す
が
、
耐
震
へ
の
対
策
を
お

考
え
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

診
断
・
補
強
計
画
の
策
定

対 

象
者
▼
市
税
の
納
付
が
良
好
で

あ
る
方

対 

象
と
な
る
住
宅
▼
市
内
に
所
在

す
る
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
在
来
軸
組
工

法
、
伝
統
的
工
法
ま
た
は
枠
組

壁
工
法
に
よ
る
一
戸
建
て
木
造

住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
も
の

補 

助
金
額
▼
①
診
断
４
万
５
０
０

０
円
②
補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
４

万
５
０
０
０
円
※
①
②
は
原
則

セ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
（
個
人

負
担
１
万
円
）、
過
去
に
耐
震

診
断
を
実
施
さ
れ
た
方
は
②
の

み
の
受
付
可

耐
震
改
修

対 

象
者
▼
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
在
来
軸
組
工

法
、
伝
統
的
工
法
ま
た
は
枠
組

壁
工
法
に
よ
る
一
戸
建
て
木
造

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
の
納

付
が
良
好
で
あ
る
方

対 

象
工
事
▼
改
修
後
の
診
断
評
点

が
改
修
前
の
診
断
評
点
を
上
回

る
工
事
（
そ
の
他
に
も
要
件
が

あ
る
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

補 

助
金
額
▼
（
全
体
改
修
）
一
般

住
宅　

最
大
80
万
円
、
伝
統
的

な
古
民
家　

最
大
１
５
０
万

円
、（
部
分
改
修
）
最
大
30
万

円
※
い
ず
れ
も
工
事
費
の
23
％

以
内

　
　

  

建
設
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
７

②②
問

災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
行
動
指
針

木
造
住
宅
へ
の

耐
震
に
関
す
る
補
助
事
業

お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

大
丈
夫
？

申
・
問




